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 ●全国乗馬倶楽部振興協会助成事業 

      RDA Japan 主催 講習会のお知らせ      

「RDAJapan 認定  

ホースセラピー インストラクター養成のための講習会・試験」のご案内  

   本講習会・試験は全国乗馬倶楽部振興協会様より助成を頂き開催させていただくこと

になりました。 

新型コロナウイルスの影響により、開催日時につきましては今現在未定ではありますが、 

   詳細が決定次第、ＲＤＡJapan の HP(ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ)ならびに Facebook

ページなどに掲載してお知らせいたします。 

HP や Facebook を細かくチェック！よろしくお願いいたします。 

Facebook については、常に記事を更新しておりますので、ページへ

のいいね！を押してくだされば、新しい記事がお知らせされます。 

是非いいね！をよろしくお願いいたします。 

※インストラクター制度等については、後ページで紹介しているのでご覧ください。 
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去る 5 月１０ 日（日）、RDA Japan の定例総会が開催されました。 

2019 年度の事業報告・会計報告及び 2020 年度の事業計画・予算案が事務局より報告され

ました。 

また、2020 年 3 月 31 日の役員任期満了に伴い、新しい役員が選任されました。 

これにより、中田 順寿前理事長から木曽康郎新理事長へとバトンが渡され、新出発の総会とな

りました。 

 

 

 

●定例総会報告 

日   時 ： ２０２０年５月 1０日（日） １２時～１4 時   

場   所 ： 特定非営利活動法人 RDAJapan 事務局   

出席人数 ： 1４２ 名 

議 長 ： 中田順寿 

議事録署名人 ： 池田茂、中田希衣  

議題審議 ：（1）第 1 号議案 201９年度 事業報告に関する件 

      （2）第 2 号議案 201９年度 会計および監査報告に関する件 

      （3）第 3 号議案 20２０年度事業計画・予算計画に関する件 

      （4）第 4 号議案 定款の変更 

      （5）第 5 号議案 新年度、理事の選任について 

      （6）第 6 号議案 その他（支援事業について） 

 

 

 

 

 

 ※総会審議の詳細につきましてはホームページをご覧ください。 

ホームページ http://www.rdajapan.or.jp/ 

紙面の都合上、２０１９年度の事業に関わる会計報告のみの掲載とさせていただきます。

ご了承下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RDAJapan 定例総会を開催 
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■2019 年度会計報告          ■2020 年度  収支予算案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■２０２０年度の主な事業 

 

 普及啓発事業 

会報の発行 

障がい者乗馬を行いたい団体・個人等への人材交流 

ガイドブックの販売            

写真コンテスト 

ボランティア表彰・馬表彰         

オリジナルグッズの販売  

ユニット認定                

リボンマグネットの販売  

ユニット支援               

ホームページの充実と有効活用 

シンポジウム・セミナーの開催         

パンフレットのリニューアル              

 

 人材育成事業 

各種講習会・試験 

インストラクター資格認定・更新手続き 

 

 

 

科目 予算額 決算額 備考

600,000 480,000

10,000

1,000,000 588,560

500,000 1,019,418

200,000 131,000

1,000 1000

200,000 42,000

50,000 7,500

100,000 0

600,000 807,420

30,000 32,500
インストラクタ―登録(ｱｼｽﾄ

ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ含む）

5.雑収入

雑収入 0

5

3,291,000 3,109,403

会議費 120,000 247,717

通信費 130,000 194,581

250,000 339,468

70,000 121,357

印刷費 0

200,000 140,400
税理士報酬・司法書士手

数料

慶弔費 10,000

1,500 0

給与 600,000 600,000

60,000 48856

諸会費 70,000 27500

0 1,600

15,000 9,812

雑費 10,000 0

170,000 75,822

20,000 1080

1,000 770

100,000 0

20,000 0

400,000 27,000

100,000 0

30,000 12,883

20,000 3,727

60,000 445

100,000 0

50,000 595,720

66,000 31,752

700,000 918,067

20,000 1440

3.予備費

予備費

3,393,500 3,399,997

-102,500 -290,594

4,921,339 4,921,339

4,818,839 4,630,745

Ⅰ収入の部

1.会費収入

寄附金収入

物品による寄附

3.補助金収入

正会員費

賛助会員費

2.寄附金収入

会報の発行

ガイドブックの配布

リボンマグネットの配布

オリジナルグッズの作成と販売

ＨＰの充実と有効活用

民間助成金収入

4.事業収入

（1）普及・啓発事業

シンポジウム

（2）人材育成事業

講習会・試験

人材交流

写真コンテスト

ボランティア・馬表彰

ユニット認定・更新

1.運営支出

　　旅費交通費

Ⅱ支出の部

インストラクタ―資格認定・更新

受取利息

当期収入合計（a)

　　広告宣伝費

　　接待交際費

　　消耗品費

　　専門家への相談・依頼

　　租税公課

（1）普及・啓発事業

会報の発行

ガイドブックの配布

リボンマグネットの配布

　　支払手数料

　　新聞図書費

2.事業支出

ボランティア・馬表彰

ユニット認定

ユニット支援

シンポジウム

パンフレットのリニューアル

オリジナルグッズの作成と販売

ＨＰの充実と有効活用

人材交流

写真コンテスト

次期繰越金収支差額

当期支出合計（ｃ）

当期収支差額（a)-©

前期繰越金額

ガイドブック販売原価

（2）人材育成事業

インストラクター講習会・試験

インストラクタ―資格認定・更新
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■２０２０年度の新任理事を紹介します（任期 2 年）  

 理事長    木曽 康郎 

 副理事長   土谷 麻紀、 中田 希衣、 正清 久美子 

 理事     中田 順寿、 石井 孝弘、 岩下 香織、 上田 千惠、  

柏村 文郎、 池田 茂、  永津 さつき 

 監事      佐野 一夫 

 

 

 

 

■新理事長就任挨拶 

 

RDA Japan の会員の皆様におかれましては，益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

常日頃より，RDA Japan の運営に多大なご支援とご協力を賜り，厚くお礼申し上げます。 

ご挨拶が遅くなりましたが，本年５月１０日の総会におきまして，理事長を拝命致しまし

た木曽康郎（きそやすお）と申します。元より微力ではありますが，RDA Japan 創設の理

念に基づき，QOL(Quality of Life)の向上を目指し，我が国の障がい者乗馬やホースセラ

ピーの普及･啓発を推し進めたいと思います。 

2020 年の東京オリンピック･パラリンピックは障がい者乗馬に対する理解を深める絶好の

機会でしたが，COVID-19 により延期を余儀なくされました。その後に続く大雨･洪水の被

害も心配です。どうぞ皆様も充分気をつけて下さい。RDA Japan の活動も少なからず影響

を受けていますが，こういった時こそ一丸となって，チャンスに変えたいと思います。中田

前理事長のご尽力により，本年から全国乗馬倶楽部振興協会（全乗協）の助成事業に採択さ

れ，インストラクター養成事業を加速度的に進める準備が整いました。これは RDA Japan

が，障がい者乗馬活動を実施する唯一の認定 NPO 法人であり，常日頃からインストラク

ター人材育成を真摯に実施してきたこと，またインストラクター認証制度の明確な基準を有

していることなどが評価されたものと思っています。RDA Japan の基盤となる全国のユニ

ットや準ユニットの活動がより一層活発になることを期待しております。 

RDA Japan は会員皆様の会費で成り立っております。運営にあたっては，会員皆様のご

理解とご協力が不可欠で，さらに皆様のお知恵が必要です。ご意見等を遠慮なくお聞かせ願

えれば幸甚です。会員の皆様と軌を一にして，力強く前進する決意です。さらなるご支援と

ご協力を賜りますよう，何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 RDA Japan 理事長 木曽康郎  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

RDA Japan News 第 108号 （ 5 ） 

 

■新生ＲＤＡJapan の門出によせて 

 

この度、6 年間務めさせていただいた RDAJapan 理事長を退任致しました。理事長在任中

は、公私にわたり格別のご厚情を賜り誠にありがとうございました。 

さて、本年度、理事長に就任されました木曽康郎氏は、昨年度まで山口大学共同獣医学部教

授・共同獣医学部長としてご活躍され、現在は九州栄養福祉大学の教授に就任されております。

これまで RDAJapan の副理事長として人望も厚く、各事業の推進に携わってこられました。

今後は理事長として RDAJapan の二つの大きな柱である人材育成事業、普及啓発事業を推進

していくことを期待しております。 

私が理事長に就任してから、人材育成事業においては、インストラクター試験制度の改定、

ヘルパー・アシストインストラクター制度の導入。HETIとRDAJapanとの協議の末、HETI

のインストラクターと RDAJapanB 級インストラクターとの相互移行制度の締結などを実現

し、普及啓発事業においては、ユニット審査の見直しとガイドブックの改訂を進めて参りまし

た。以上のような事業を展開して来れましたのも、ひとえに皆様のご理解ご協力の賜物でござ

います。この場を借りて厚く御礼申し上げます。 

携わってきた年月は理事オブザーバー・理事を含め約 10 年、長かったようで短かったよう

にも感じます。振り返りますと、現在の日本における障がい者乗馬の認知度や人々の関心は確

実に高まってきていると感じます。 

新型コロナウイルスの災禍の中、会員の皆様におかれましてもご苦労はいかほどかと拝察申

し上げます。何かと不便の多い今日ですが、この状況が一日でも早く解消され、平穏な日々が

戻りますよう、引き続きご自愛ください。 

障がい者乗馬活動、そして RDAJapan にとって、より良い環境が整うよう、さらなる発展

を祈願致しまして、理事長退任の挨拶とさせていただきます。 

 

RDAJapan 前理事長 中田順寿  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   写真コンテストより 
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インフォメーションに記載した通り、今回の助成事業講習会を開催するにあたり、ＲＤＡ

Japan の認定資格について改めてまとめてみます。 

インストラクターについて 

障がいをもった騎乗者とそのご家族の幸せを願う活動の主体者となるインストラクタ―の育

成と輩出は必要不可欠です。 

正しい知識と確かな技術、そして良識を持ったインストラクタ―のいるユニットが増え、ユ

ニット活動を展開していく中で次のインストラクタ―を養成していくことこそが、「安全で楽

しい障がい者乗馬」の普及に繋がっていくと信じて、障がい者乗馬（ホースセラピー）活動の

「普及・啓発」と「人材育成」の事業を私たち RDA Japan の使命として取り組んでいます。 

RDAJapan が認定しているインストラクタ―の資格は次の二種類です。 

1. A 級インストラクタ― 

（資格認定要件） 

①B 級インストラクタ―としての活動期間が３年以上、かつ障がい者乗馬の活動時間(ライ

ダーの騎乗時間)が ５００時間以上を有し、RDA Japan 認定講習会に参加をしているこ

と（活動実績の証明書－ログブック等を提出審査） 

②日本馬術連盟の騎乗者資格 B 級以上、または全国乗馬倶楽部振興協会技能認定審査馬場２

級以上を有すること 

③A 級インストラクタ―の認定試験に合格すること 

④RDA および RDAJapan の理念に基づき、RDA ユニットとして RDA 活動を啓発し、か

つ B 級インストラクタ―等の指導をすることができること 

2. B 級インストラクタ― 

（資格認定要件） 

①A 級もしくは B 級インストラクタ―の指導の下で、障がい者乗馬の活動時間(ライダーの

騎乗時間)が１００時間以上を有し、RDA Japan 認定講習会に参加していること（活動実

績の証明書－ログブック等を提出審査） 

②日本馬術連盟の騎乗者資格 C 級以上、または全国乗馬倶楽部振興協会の技能認定審査馬場

３級以上を有すること 

③日本赤十字社、又は各消防署などの救命救急法講習を修了すること 

④満２０歳以上の者（２０歳以下での受験は可能。２０歳を過ぎて認定） 

⑤ B 級インストラクタ―の資格認定試験（筆記と実技）に合格すること 

⑥ RDA および RDA Japan の理念に基づき、RDA ユニットとして RDA 活動を啓発し、

かつ指導ができること 

RDAJapan認定資格
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インストラクターに求められるRDA活動に必要な知識、技術とは？！ 

①馬の確保と管理・調教、馬具と馬装の選定、などをはじめとした 馬の取扱いができる 

②騎乗者の病状・症状についての一定の知識がある 

③状況に応じてご家族はじめ DR や PT,OT の協力の下、各騎乗者に即したレッスンプログラムの企画ができる 

④活動時における突然の事故や緊急事態の対応や処置について対応できる 

これら内容のカリキュラムとして資格認定のための講習会（資格認定ｶﾘｷｭﾗﾑ①～④課目）、

試験を設けています。全課目の試験を合格後、提出された証明書類を基に人材育成委員会の

審査を経てインストラクター認定されます。 

インストラクターに認定された方は、障がい者乗馬活動の現場において、安全で楽しく計画

的な RDA 活動の普及啓発に取り組んでいただきます。 

認定後は、3 年に 1 度の更新が義務付けられており、知識や技術の風化を防ぎ自己啓発に役

立てる為に、更新前には認定講習会の受講が義務付けられています。 

また、A、B 級インストラクタ―の資格取得までのステップアップとして、インストラクタ―の指導と

裁量の下で、認定アシストインストラクタ―と認定ヘルパー制度を設けています。 
 

 

２０１５年初頭より、HETI（The Federation of Horses in Education and Therapy）と資格認定

制度についての協力体制を模索し協議した結果、RDA Japanの B 級及び A 級インストラクタ

―資格保有者は無試験で HETI の Level1インストラクタ―の資格認定を受ける事ができるよ

うになりました。 

これに加え A 級インストラクタ―につきましては、HETI の定める一定の要件を満たし、

HETI の審査基準をクリアした者については、HETI の Level1インストラクタ―養成教育研修

の指導者として、世界を舞台に活躍し、HETI に貢献する事ができます。 

HETI の前会長で教育研修担当責任者の Ann OôShallie女史はじめ担当の方々に、RDA Japanのインストラクタ―資格認定制度

のレベルの高さを評価して頂き、この様な協力体制をスタートさせる事ができました。 

 

 
 

―HETI について― 

HETI とは、正式名称を Federation of Horses in Education and Therapy International（通称 HETI）といい、アイルランドに国

際事務局を設置し、世界４７カ国が加盟しています。 

活動目的は治療的乗馬の分野で、障がい者の乗馬における国際レベルの技術と教育の専門知識を共有し、向上させる手段を提供す

ると言う権威ある国際機関です。 

その HETIから日本では初めて RDA Japan の資格認定制度が世界基準として認められたことは大変に意義あることです。 

私たちは、この基本概念を再確認し、プライドを持って実行するよう現状況をより改善しつつ、より効果的な活動をしてゆくよう

心がけてまいります。 

HETIのインストラクター認定制度とＲＤＡJapanの関係 

http://www.frdi.net/index.html より 

ＲＤＡJapan は日本の代表として 

ＨＥＴＩ会議の議決権をもつメン

バーです 
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インストラクター以外の資格として、A、B 級インストラクタ―の資格取得までのステッ

プアップとして、インストラクタ―の指導と裁量の下で、認定アシストインストラクタ―と

認定ヘルパー制度を設けています。次は、アシストインストラクター、ヘルパーの認定制度

についてです。 

これらの資格は、ＲＤＡＪａｐａｎ認定インストラクターから RDAJ への推薦で取得できます。 

ＲＤＡＪアシストインストラクターについて  

・ＲＤＡＪアシストインストラクターとは （ 定義 ）  

ＲＤＡＪ活動のヘルパーの中でインストラクターを目指し、指導インストラクターが一定のレベルを満たしたと認定し

たヘルパーである。 指導インストラクターが認定した「 指導付きインストラクター 」です。  

・ＲＤＡＪアシストインストラクターの認定基準  
１ インストラクターを目指し、指導インストラクターの下でログブックを作成している。  

２ ＲＤＡＪの①②③試験に合格している事が望ましい。 （ 必須条件ではない ）  

３ ベースユニット、ユニット、準ユニットのアシストインストラクターについては、活動するにあたり指導インストラ

クターの指導を必要とする。  

４ 活動団体にインストラクターが不在の場合には、 事前に乗り手の活動プラン等が記載された名簿を指導インストラク

ターに提出し指導を受ける必要がある。  

 ※インストラクターがいない準ユニットや、インストラクター不在のベースユニット、ユニットであっても、アシストインストラク

ターが、名簿、プランニング等提出し、指導インストラクターの了承（指導を受ける）をもらえれば、ＲＤＡの活動は可能です。  

５ 指導インストラクターはアシストインストラクターを認定する場合、「 一定レベル 」を保つため指導インストラク

ター独自の試験を行なってもよい。 （ インストラクターの裁量の範囲とする。）  

 ＲＤＡＪヘルパーについて  

 ・ＲＤＡＪヘルパーとは （ 定義 ）  
RDAJ の活動をインストラクターの指導のもと、分担して行うリーダーやサイドウォーカー等ボランティアの総称で

ある。  

 ・ＲＤＡＪ認定ヘルパーの基準  
  上記ヘルパーの中で、他の模範となり一定レベルを満たしたヘルパーに対し、指導インストラクターの裁量の下、認定を行う。  

１ ＲＤＡＪについて、 ＲＤＡ活動のためのガイドブック（以下ガイドブック） 

      第 1 章 （ 障がい者乗馬とは ） ・第２章 （ 活動の要件 ）・第３章 （ 活動の実際 ）・ 第４章 ( チームへのヒント ) を理解している。  

  ２ ＲＤＡＪの①②試験に合格している事が望ましい。 （ 合格が必須条件ではない ）  

 

 

 

さて、認定制度について長々とした説明になりましたが、みなさまご理解いただけましたでしょうか？！ 
ＲＤＡJapan 会員はホースセラピー活動現場となるユニットへの活動への参加実績を積むことでホースセラピー活動に

おける様々な実績を積むことが可能です。 
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北海道～沖縄まで全国の RDAJapan 認定ユニット（活動登録団体）です。RDAJapan の活動方針

を基にホースセラピー活動が行われている活動現場です 

あなたも近くのユニット活動に、ボランティアとして参加しませんか？ 

♢ユニット活動で経験値を積んだ方は、RDAJ インストラクター推薦での「ヘルパー」、または「アシストイン

ストラクター」資格の認定も行っています。 

資格についてお知りになりたい方は、是非、お近くのベースユニット、ユニットのRDAJインストラクター、ま

たはRDAJ事務局へお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

北
海
道
・
東
北 

・RDA ちくだい （準ユニット） 

北海道帯広市稲田町西 2 線 11 

tel:0155-49-5426 

fax:0155-49-5429 

担当: 柏村 

 

●ちっちゃいもの倶楽部（ユニッ

ト） 

秋田県大仙市太田町字堤田 503-2 

Tel0187-88-2268  

fax:0187-88-2268 

担当: 男鹿 

 

・パカポコクラブ（準ユニット） 

岩手県一関市中里字大平山２３－７６ 

佐々木牧場内パカポコクラブ 

tel:0191-48-4461  

fax:0191-48-4461 

担当: 佐々木芳久 

 

・ＮＰＯ乗馬とアニマルセラピーを考える会

（準ユニット） 

岩手県滝沢市砂込 389-18 

tel:019-688-5290 

fax:019-688-7262 

担当: 加藤 

 

・ポニーランド花立（準ユニット） 

秋田県由利本荘市矢島町城内字花

立 90-1 内 

tel:0184-55-2711 

fax:019-688-7262 

担当: 安宅 

関
東
・
甲
信
越 

★つばさ乗馬苑（ベースユニット） 

埼玉県日高市大谷沢 681-1 

tel:042-984-3410  

fax:042-984-3052 

担当: 土谷 

 

★特定非営利活動法人青い風牧場 RDA たま

（ベースユニット） 

神奈川県横浜市青葉区元石川町

7513 

tel:045-903-1777  

fax:045-903-4666 

担当: 中田動物病院 

●特定非営利活動法人 RDA 横浜  

（ユニット） 

神奈川県横浜市港南区港南台 7-25-10 

tel:080-5382-9188   

担当: 野口 

 

★ホースランド安曇野（ベースユニッ

ト） 

長野県安曇野市豊科南穂高 3800-1 

tel:0263-73 ‐ 8275 fax:0263-

73-8364 

担当: 百瀬  

 

・アルプス安曇野牧場（準ユニット） 

長野県安曇野市堀金三田 1867 

tel:090-1118-6070   fax:0263-

73-5938 

担当: 猿田 

・RDA 稲城（準ユニット） 

神奈川県横浜市青葉区新石川 2-

22-10 

tel: 080-4407-4290 

担当：塚本 

 

・RDA 千葉（準ユニット） 

千葉県八街市八街へ 215-326 

Tel: 043-312-2652 

Fax: 043-312-2760 

担当:長谷川 

RDA Japan 各地のユニット ― ― 
 

ユニットには ベースユニット、ユニット、準ユニット の3種類があります。 

★ベースユニット：活動拠点(馬場)と自馬を持ち RDAJapan認定インストラクターが所属している団体 

●ユ ニ ッ ト：RDAJapan認定インストラクターが所属し、活動している団体 

・準 ユ ニ ッ ト：RDAJapan 認定インストラクターが不在だが、認定インストラクターの指導下で活動を行っている団体 
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障がい者乗馬活動団体のみなさまへ  ＲＤＡＪユニットの仲間になりませんか？  

ユニット同志が協力して、いろいろな活動が各地で楽しくおこなわれています。 

・ユニッ ト会 議 への参 加－ RDA 本部主催のユニットが集合する会議に参加可能です。 

・RDA活動の合同･協力開催－ 主催ユニットの活動に他ユニットが参加･協力しています。 

ユニット間で協力して活動が行なわれることで、ボランティアやインストラク

ターの学びの場にもなっています。 

・主催ユニットの競技会への参加－ RDA 横浜などで競技会が企画･開催され、他ユニットから乗り手さん

達が競技参加可能です。 

 

※活動ユニットの申請については、RDAJapan 事務局までお問い合わせください 

中
部
・
近
畿 

★ＲＤＡ愛知ピッコロファーム

（ベースユニット） 

愛知県田原市大草町平松 129 

tel:070-1627-7419 

担当: 長江 

 

・ＲＤＡマウント富士（準ユニッ

ト） 

静岡県御殿場市東田中 

tel:0550-78-7884 

fax:0550-78-7884 

担当: 塚田 

・RDA 飛騨高山（準ユニット） 

岐阜県高山市森下町 1-114-1 

tel:090-1767-3427 

担当：瀬川 

 

・ホース・フレンズ（準ユニット） 

現在休止中 

大阪府大阪市大正区三軒家西 1‐24‐

7 

tel:072-841-1301  

fax:072-841-7225 

担当: 芦内 

 

 

・NPO 法人いしかわ障害者乗馬

を推進する会（準ユニット） 

石川県金沢市八田町西 1 石川県

馬事公苑内 

tel:076-258-5740 

担当：箸本（はしもと） 

 

・乗馬倶楽部ホースランド    

（準ユニット） 

岐阜県羽島郡笠松町円城寺 110 

Tel：058-227-5500 

担当：大坪 

中
国
・
四
国 

 
 

 

・山口県障害者乗馬の会(パカポコ山

口） (準ユニット) 

山口県宇部市西岐波区大沢西

4703-7 

tel:090-9504-2255  

f ax:0836-51-0823 

担当: 富永 

 

●ホースセラピーサークル馬
ま

んまる 

（ユニット） 

岡山県岡山市北区上中野 2-22-1 

tel:070-5427-7495 

担当: 上田 

★瀬野川乗馬クラブ (ベースユニット) 

広島県安芸区上瀬野町 2158‐1 

tel:082-894-8248 

f ax:082-894-8248 

担当: 住岡  

 

・まきば (準ユニット) 

広島県福山市神辺町西中条 1277-1 

福山ホースクラブ内 

tel:090-6844-0362 

f ax: 084-963-5677 

担当: 高橋 

・岡山乗馬倶楽部 (準ユニット) 

岡山県加賀郡吉備中央町上田西

2393-11 

tel:0867-34-9911 

f ax:0867-34-9900 

担当: 後藤 

 

・特定非営利活動法人  きらり 

(準ユニット) 

山口県長門市三隅中 1470 

tel:0837-43-0330 

f ax:0837-43-0330 

担当: 大谷 

九
州･

沖
縄 

★社会福祉法人恵光園ヒポクラブ  

（ベースユニット） 

福岡県豊前市大字荒堀 37‐12 

tel:0979‐82‐2676  

f ax:0979‐82‐9319 

担当: 井上 

 

●チャレンジドホースサークル  

（ユニット） 

福岡県糸島市志摩久家 2484‐2 

tel:090-1746-7822 

担当: 岩下 

・あさひが丘乗馬倶楽部シュバル 

（準ユニット） 

鹿児島県鹿児島市本名町 1755 

tel:099-294-1266 

担当: 日高 

 

★うみかぜホースファーム    

（ベースユニット） 

沖縄県南城市玉城新慶原 290 

tel:098-948-3157 

担当：中川 
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● 事務局が移転しました  

事務局担当者が 中田希衣氏 より 永津さつき氏 へ交代しました。よろしくお願い致しま

す。 

それに伴い、事務局も移転致しました。事務局住所（郵送先）と fax 番号が変更されてお

りますので、ご連絡の際にはお間違えの無いようにお願い致します。 

  新住所は、〒194-0034 東京都町田市根岸町 1007-4 

  電話番号は、080-6519-7818（変更ありません） 

  新 FAX 番号は、042-793-2510  

  メールアドレスは、rda@rdajapan.or.jp（変更ありません） 

 

●新事務局からご挨拶 

今年度より事務局の担当となりました 永津さつき（ながつさつき） です。 

前任者の中田希衣さんからバトンを受け継ぎ、走り出したばかりです。もとより未熟で経

験も浅く、身に余る重責ですが、RDAJapan の発展、繁栄のためお役に立てるよう、ベス

トを尽くしていきたいと思います。前任者の中田希衣さんと、事務局代理として役割を

担ってこられた方々の長年の貢献に対して、心から敬意と感謝の意を表します。 

私自身、馬との初めての関わりは物心がつく頃の遠い昔の話ですが、テレビを通して競

馬場で駈ける馬たちの姿を見たこと。しかし、実際に馬に触れたり、乗馬したりするのは

ずうっと後のことです。馬を目の前で見たい、触れてみたい、乗ってみたいという気持ち

が偶然にも RDA 活動へと導いてくれました。それ以来、障がい者乗馬活動は私の人生にお

いて大切な一部となり、馬は私にとって、なくてはならない存在になりました。 

このような馬への憧れから、巡りめぐって RDAJapan の事務局を担うことに繋がった

かどうかはわかりませんが、人間万事塞翁が馬。事務局の役割を全うするため、皆様のお

役に立てるよう尽力する所存です。どうかよろしくお願い致します。 

RDAJapan 事務局 永津 さつき  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    写真コンテストより 
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〇 令和２年度会員登録（年会費）更新のお願い 

年会費について、4 月の会報に会費の振込用紙を同封し、4 月末の納入をお願いしてお

りましたが年会費の納入（年度更新）がまだの方はいらっしゃいませんか？ 

まだの方はお早目にお手続きの程宜しくお願い致します。 

RDA の運営は皆さまの会費によって成り立っております。 

どうかご協力をお願い致します。 

 ※会員登録費用のお振込につきましては、下記口座にお願い致します。 

 

  （郵便振替）口座番号：00100・4・32279 口座名義：RDA JAPAN 

 

 

● 活動予定や活動報告、ご意見などを、ぜひお寄せください 

ＲＤＡ Ｊａｐａｎ Ｎｅｗｓは、皆さまからの情報で成り立っています。 

役立つ楽しい会報を目指していますので、乗馬会や講習会などのイベント情報、 

活動中のトピックスなどなんでもドシドシお寄せください。 

原稿の送付先は 〒194-0034 東京都町田市根岸町 1007-4 RDA Japan 事務局 まで。 

E-mail の場合は、rda@rdajapan.or.jp までお願いします。 

 

次号（10 月発行）の原稿締切は、9 月 15 日です。 
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